
YCAMの教育普及活動の〈これまで〉と〈これから〉
子どもたちのための新しい学び場＝メディア環境を提案する

この機会に、取材や記事掲載ご協力いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

お問い合わせ　山口情報芸術センター［YCAM］情報制作課
TEL：083-901-2222　FAX：083-901-2216　e-mail：information@ycam.jp
〒753-0075 山口県山口市中園町7-7　http://www.ycam.jp
取材に関するお問い合わせ、プレス用写真等ご入用の方は上記までご連絡ください。

山口情報芸術センター［YCAM］では、これまで独
自に展開してきたYCAMの教育普及活動のコンセ
プトを、体系的に紹介する展覧会「glitchGROUND
（グリッチグラウンド）―メディアアートセンターから
提案する、新しい学び場環境」を開催します。
YCAMの教育普及活動は開館以来、メディアと社
会との関係性に注目した、オリジナルワークショッ
プの開発／実施をはじめ、YCAMに訪れた利用者
の体験をデザインするような多彩な教育普及プロ
グラムを展開してきました。
今回の展覧会では、これまでの教育普及プログラム
を総合的に紹介するとともに、これからの社会を生
きる子どもたちが学びを実践するためのメディア
環境「コロガル公園」を発表します。また、会期中に
はレクチャーやワークショップなどさまざまな関
連イベントを開催し、教育普及活動のコンセプトを
広く開示していきます。
学びの環境としてのミュージアムの可能性をユー
ザー（鑑賞者／利用者）とともに模索する本展を
通じて、地域社会におけるミュージアムの新しい在
り方を投げかけていきます。
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企画展

参考画像：「コロガル公園」完成予想図 

※画像は制作中のもので、変更される可能性があります

2012年5月19日（土）～8月12日（日）　10:00-19:00
山口情報芸術センター［YCAM］スタジオB、ホワイエほか　入場無料

YCAM教育普及展覧会

「glitchGROUND―メディアアートセンターから提案する、新しい学び場環境」

内覧会

プレイベント

YCAM WORKSHOPS

担当学芸員による解説のもと、展覧会の発表をおこないます。

これまで開発したオリジナルワークショップを一挙開催します。

5月18日（金）14:00-15:00

4月28日（土）～30日（月・祝）、5月3日（木・祝）

2012年4月2日プレスリリース

山口情報芸術センター［YCAM］ 企画展

グ リ ッ チ グ ラ ウ ン ド
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2012年4月プレスリリース 企画展

生きる上で必要な〈想像力〉と〈身体感覚〉を育むYCAMの教育普及活動

YCAMエデュケーションアーカイブス

コトバ身体　インスタレーション

オリジナルワークショップ「コトバ身体」（2011）

オリジナルワークショップ「ケータイ・スパイ・大作戦」（2005）

YCAMの教育普及活動は、YCAMで制作／発表されるさまざ
まな作品を鑑賞するという経験が、より高い価値のものになる
ように、作品のテーマに沿った鑑賞方法を創出し、常に新しい
ミュージアム体験の設計に努めています。
また、「表現」「身体」「コミュニケーション」「社会」といった
YCAMが重要視する要素と「メディアテクノロジー」の関係性
に注目し、メディアリテラシー教育につながるような、オリジ
ナルワークショップの研究開発もおこなっています。開発した
ワークショップはパッケージ化し、山口市内を中心に国内外の
文化施設／教育機関で積極的に実施しています。
この展覧会では、こうしたYCAMの教育普及プログラムを総合
的に紹介します。

市民参加プログラム「meet the artist」、特別上映会「映画を2回
観る会」、ギャラリーツアーやバックステージツアーなどのイベ
ントの紹介に加え、オリジナルワークショップのドキュメント
映像の上映をおこないます。これまでYCAMが展開してきた教
育普及活動の全貌、そして、その背景にあるコンセプトを分かり
やすく把握できます。

「コトバ身体」とは、YCAMと振付家の山下残さんが共同で開発
しているオリジナルワークショップです。参加者の身体の動き
をコンピューターに取り込み、言葉で定義する、といったステッ
プを繰り返しおこなっていくことで、言葉から発想するダンス、
ダンスから生まれる言葉について考えていきます。
今回の展覧会では、このワークショップのインスタレーション
バージョンを新たに開発し、この作品を通じて、身体表現と教育
普及とメディアアートといった領域の横断を目指すオリジナル
ワークショップの特徴を体感することができます。

展示場所：ホワイエ

展示場所：2階ギャラリー

展示1

展示2

展覧会のオープンに先立ち、YCAMがこれ
までに開発した8つのワークショップを、
一挙に開催します。
※詳細についてはYCAMのウェブサイト、または別途発
行のプレスリリースを参照してください。

プレイベント

YCAM WORKSHOPS
4月28日（土）～30日（月・祝）、5月3日（木・祝）
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2012年4月プレスリリース

あたりまえを問い直すことから出発する、あたりまえの〈環境〉としてのメディア

いま、私たちを取り巻く自然や社会といった「環境」がゆっくり
と、しかし大きく変わろうとしています。そうした変化を見極め
ながら、「教育」も変化していかなければなりません。
この展覧会のタイトル「glitchGROUND」は、私たちを支えて
いる大地（GROUND）に、亀裂や断崖など（glitch）が現れてい
る状態を示しています。このような不規則性や不安定性を、忌
避し、排除するのではなく、所与のものとして受け容れること。
YCAMの教育普及活動ではこうしたスタンスが、私たちを取り
巻く環境で生きていくための想像力や身体感覚を生み出す糸口
になると考えています。
この展覧会では、こうしたスタンスへと誘う創発的な〈環境〉と
して、大規模なインスタレーションを制作／発表します。

コロガル公園で遊ぶ子どもたちが、自身の遊び場の環境を考え
るためのミーティングを開き、コロガル公園内の新たな機能を
提案します。ファシリテーター（司会進行）は、地域の児童館に
アーティストを招聘し、子どもとアーティストとの出会いの場
を生み出すプログラム「アーティスト・イン・児童館」の代表・
臼井隆志さんです。

開催日時：6月10日（日）、7月8日（日）、22日（日）　14:00-15:30

会場：スタジオB　参加無料
対象：小学生～中学生　定員：各回20名
※要申込（申し込み方法は次ページを参照ください）

コロガル公園

子どもあそびばミーティング

不定形な床面で構成された〈公園〉としてのインスタレーション
です。この公園の周囲には、照明や音響、ネットワークなどのメ
ディアテクノロジーを駆使した多種多様な仕掛けが埋め込まれ
ており、それらは「遊具」として画一的な遊びを提供するのでは
なく、「環境」として遊ぶ人たちの創造性を刺激し、新しい遊びを
誘発するように機能します。

展示場所：スタジオB

展示3

関連イベント

企画展

2008年より練馬区を拠点に、子どもの遊び場であ
る児童館をアーティストのアトリエ、ギャラリー、
ステージとして活用するプログラム「アーティスト・
イン・児童館」を開始。プログラム・ディレクター
として事業の企画、アーティストによるプロジェク
トの運営を担当している。
http://jidokan.net

臼井隆志
（うすい・たかし）

参考画像：「コロガル公園」完成予想図

※本展示はお客様の自己責任のもと、鑑賞したり遊んだりする
体験型スペースです。安全管理には十分にご注意ください。
未就学児童の利用には保護者の同伴が必要です。
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2012年4月プレスリリース

会場：山口情報芸術センター［YCAM］スタジオB、ホワイエ
休館日：火曜日（祝日の場合は翌日）

開催概要

主催：公益財団法人山口市文化振興財団　
後援：山口市、山口市教育委員会
共同開発：YCAM InterLab 
企画制作：山口情報芸術センター [YCAM]

YCAM教育普及展覧会
「glitchGROUND―メディアアートセンターから提案する、新しい学び場環境」

2012年5月19日（土）～8月12日（日）10:00-19:00　入場無料

コロガル公園を会場に、その機能を紹介する簡単なデモンスト
レーションをおこないます。また、上田信行さんをゲストに迎
え、子どもが成長していく環境においてメディアが果たす役割、
そして、学校・家庭・地域といった複合的な学びの場についてグ
ローバルな視点も交えてレクチャーをおこないます。

展覧会に対する鑑賞者同士の解釈や読み解きの共有を積極的に
促していくツアー形式の鑑賞会です。

開催日時：5月19日（土）　14:00-15:30

会場：スタジオB　参加無料
対象：高校生～一般　定員：50名　※要申込

開催日時：5月20日（日）、6月2日（土）、3日（日）、9日（土）、16日（土）、17日（日）、
7月21日（土）、8月4日（土）、5日（日）　各回14:00-15:00

参加無料
対象：小学生～一般（小学3年生以下は保護者同伴）
※各日開催までにYCAM1階チケットインフォメーションまでお申し込みくだ
さい。

オープニングレクチャー＆デモンストレーション
「これからのメディア教育環境」

ギャラリーツアー

ラーニング・アーティスト。同志社女子大学教授。ハー
バード大学教育大学院に留学後、子どもの知能観に
関する研究で、Ed.D.（教育学博士）を取得。1990

年「ラーニングアート」の実験的アトリエとして、
奈良県吉野川のほとりにネオミュージアムを創設し、
数多くのワークショップを開催する。主著に「プレ
イフル・シンキング」（宣伝会議／ 2009年）がある。

上田信行
（うえだ・のぶゆき）

企画展

YCAMギャラリーツアーの様子（2010）

関連イベント

関連イベント

各関連イベントへの申込方法

・参加希望のイベント名、開催日
・住所、氏名（ふりがな）、性別、生年月日
・電話番号、メールアドレスなど連絡先

を明記の上、開催前日までに、FAXまたはe-mailにて、下記までお申し
込みください。

FAX：083-901-2216　e-mail : workshop@ycam.jp


